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日本における外国人労働者は年々増加し，2017年には128万人に達した．しかしながら，
従来の外国人向け日本語教育において正確とされてきた読み書きや発音，表現の習得と，実
業務での実践的な日本語会話の間にはギャップが存在する．外国人労働者はこのギャップに
戸惑い，業務上の支障や，職場での孤立に直面することもある．「Japanese Language 
Training AI」は，これらの課題を解決すべく開発した，日本語会話学習支援サービスである． 

 
 
 

1. まえがき 
日本における外国人労働者は年々増加し，2017年

には128万人に達した［1］．一方，さまざまな産業
で問題となっている人材不足解消のため，出入国管
理法改正案が成立し［2］，2019年4月1日の施行以降，
一定の専門性や技能を有する外国人労働者の受入範
囲が拡大されることから，今後，外国人労働者，受
入企業双方における日本語教育のニーズの高まりが
予想される． 

我々は外国人労働者へのヒアリングを実施した結
果，来日前に母国で日本語を学習し，日本語能力試
験に合格し，一定水準の日本語を身につけてはいる
ものの，日本語学校や教科書で学んだ日本語と，業

務の現場で使われている日本語のギャップにより，
コミュニケーションがうまくいかず，業務上の支障
や職場での孤立が生じ，母国への帰国につながる
ケースもあることを確認した． 

そこで，従来の日本語教育と実業務での会話の
ギャップを埋めるべく，これまでの例文を覚えるこ
とが中心の語学教材とは一線を画す日本語会話学習
支援サービス「Japanese Language Training AI」

（以下，JLT）を開発した．本サービスは，利用者
が実際に話したいと思う会話を自由に作成して練習
できる機能を持ち，また，その会話が適切な「言い
回し・表現」であるかの判定と，アドバイスも行う

（図1）． 
開発にあたっては，ドコモの研究開発部門と法人

AI 学習 日本語 
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図1 JLTの特徴 

営業部門が組織横断的に合同チームを構成し，社会
や企業の課題解決に取り組む「トップガン」プロ
ジェクトとして開発を行った．必ずしも実践的とは
言えなかった日本語教育の問題点を解決すべく，実
証実験を通した仮説検証，アプリの改善を実施して
きた．本稿では，「トップガン」プロジェクトでの
取組みも含め，JLTについて解説する． 

2. JLT概要 
JLTは，これまでの例文を覚えることを中心とし

た語学教材とは異なり，ドコモが独自開発したAI
（発音判定，表現判定）を活用した機能により，利
用者が実際に話したいと思う会話を自由に作成し，
日本語ネイティブに伝わる実践的な日本語を学習す
ることを可能にした． 

また，JLTでは，実業務で役立つ学習コンテンツ

を各業界や用途（飲食，宿泊，IT，小売，介護，
就職活動）向けに提供する（図2）．個社ごとの業
務に特化した日本語も学習できるように，学習コン
テンツをドコモにてカスタマイズしてお客様へ提供
することも可能である． 

以下，発音判定機能，表現判定機能，会話作成機
能について解説する． 

2.1 発音判定AI 
発音判定AIは，日本語の例文を読み上げさせ，

正確な発音の日本語かどうかではなく，日本語ネイ
ティブに伝わる発音かを判定し，アドバイスを行う
機能である．例えば「荷物を お持ち いたします」
を「にもつを おまち いたします」と言い間違え
ても，日本語ネイティブには伝わる．従来の日本語
会話学習支援サービスではこれを誤りとしていたが，

「Japanese Language Training AI」では文章とし
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図3 発音判定機能 

図2 業界や用途ごとの学習コンテンツ 

ては伝わるので「GOOD」と判定した上で，正しく
は「おもち」だとアドバイスを行う（図3）． 

2.2 表現判定AI 
表現判定AIは，学習者の母国語（現在は英語，

ベトナム語に対応）で表示されたフレーズを日本語
で発話させ，日本語ネイティブに伝わる表現・言い

回しかどうかを判定し，アドバイスを行う．例えば 
“If you take this bus, you can get to the station.” 
を「このバスで駅に行けます」と表現すると，意味
は伝わるので「GOOD」と判定した上で，「このバ
スに乗れば，駅に着きます」のほうがより良い表現
であるとアドバイスを行う（図4）．また，「このバ
スで駅に行けますよ」など，文意を正しく表現して
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図4 表現判定機能 

いれば異なる表現でも高い評価になることが特徴で
ある． 

2.3 会話作成機能 
会話作成機能は，利用者が練習したいフレーズを

母国語（英語，ベトナム語）でスマートフォンに音
声またはテキスト入力すると，オリジナルの学習コン
テンツが作成できる機能である．プリインの学習コン
テンツの学習だけでなく，「このシーンだったらこ
のようなことも言ってみたい」という利用者のニー
ズに応える機能である． 

3. JLTの構成と技術 
JLTの構成を図5に示す．JLTでは発音判定を端

末アプリで処理し，表現判定はサーバにて処理を
行っている．発音判定AI技術について解説する． 

発音判定AIは，端末アプリ内で動作する点が最
大の特徴である．利用者（外国人）の日本語音声か
ら音響モデルを構築し，サーバ側で処理を行う方式
もあるが，音響モデルの作成，サーバの構築にコス

トを要する課題があった．我々が開発した発音判定
AIライブラリ＊1は，練習文のテキストと音声認識
結果テキストを用いて，発音の判定を実施する．具
体的には音声認識結果を単語ごとに区切り，それら
の母音を除去して発音類似度を考慮した子音グルー
プに置換し，正解文テキストに含まれる単語すべて
と，音声認識結果テキストに含まれる単語すべてと
の組合せに対して類似度を算出する（図6）． 

また，JLTは，言淀みを除去して判定を行う機能
も実装し，日本語ネイティブには本来伝わる言淀み
混じりの発話も適切に判断することができる．外国
人が発話した日本語には，言淀み（“Ah”など）お
よび言直しなどが含まれることがあり，これがノイ
ズとなって，日本語ネイティブには伝わる発話で
あっても判定結果が低くでることがある．例えば，

「このバスで駅に行けます」を正解文とした場合，
利用者の発話が「このバスで駅にah行けます」と
いうものであったなら，音声認識結果は，そのまま

「このバスで駅にあー行けます」になる．つまり，
単純に正解文と，利用者の発話の音声認識結果とを
比較した場合，「あー」が多いということになり，

 

 
 
 
 
 
 

＊1 ライブラリ：汎用性の高い複数のプログラムを，再利用可能な
形でひとまとまりにしたもの． 
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図5 機能構成 

図6 発音判定処理 

正解文に対して適切なものになっていない「誤り」
と判定する． 

一方，JLTは，言淀みおよび言直しの部分を除い
て判定し，利用者の発話は，正解文に対して適切な
ものだと判断する． 

また，発音判定AIは外国人の日本語判定に加え，
日本人の英語の判定にも対応している． 

英語が得意（TOEIC 800点相当）な日本人と英
語が苦手（TOEIC 400点相当）な日本人が英語の
例文150文を発音し，英語ネイティブが判定した結
果と，他社発音判定システムが判定した結果と，発
音判定AIが判定した結果が図7である． 

伝わる発音かの判定においては，他社発音判定シ
ステムに比べ，英語が得意な日本人発話に関しては

学習コンテンツ

音声認識
音声合成
翻訳

サーバ

表現判定AI
サーバ表現判定

チャットボットサーバ

音声認識／
例文の音声／

学習コンテンツ作成時
の翻訳

JLTアプリ

発音判定AIライブラリ

IT

各業界向け
プリイン学習コンテンツ

飲食

製造 介護

端 末

 

正解文

類似度判定

スコア／発音誤り
箇所算出

音声認識結果

言淀み除去
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図7 発音判定AI性能評価結果 

約5％，英語が苦手な日本人の発話に関しては約
16％性能が高い．本結果からも，伝わる発音かの判
定において，本技術が有効であることが分かる． 

4. FPTジャパンホールディングス 
株式会社との実証実験 

現在JLTの学習支援効果の検証のため，ドコモの

トップガンプロジェクトとして，実証実験を行って
いる［3］．本稿ではその一例として，FPTジャパン
ホールディングス株式会社との実証実験を紹介する． 

FPTジャパンホールディングス株式会社は，ベ
トナム最大のIT企業であるFPTソフトウェアの日
本法人である．同社は，日本市場において顧客から
安心して仕事を任せてもらうためには，技術力はも
ちろんだが，日本語でのコミュニケーションも非常
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に重要だと考えている。そのため，ベトナム人従業
員の語学習得に力を入れており，毎週末に日本語講
師を招き，在日ベトナム人エンジニアに向けて無料
の日本語会話のクラスを開講している．将来的には

「FPT日本語学校」を都内にオープンする計画もあ
る．同社の日本語教育に対する取組みの中で，JLT
活用の可能性を探るために実証実験を開始した． 

実証実験では，同社子会社のFPTソフトウェア
ジャパン株式会社で働くベトナム人システムエンジ
ニア10名が，IT業界向けの学習コンテンツを組み
込んだJLTを利用している． 

また，JLTについて以下のような評価の声をいた
だいた． 

・難易度や状況に合わせた数多くのコンテンツが
あることで，社員それぞれに合わせた学習がで
き，お客様と社員のコミュニケーションが活性
化することが期待できる． 

・自分で表現と言葉を考えなければならないので，
会話能力が上がる感じがある． 

5. あとがき 
本稿では，「Japanese Language Training AI」

の概要，および発音判定AI技術，FPTとの実証実
験について解説した．JLTは2018年度グッドデザイ
ン賞を受賞し，今後の展開が期待されている［4］［5］．
現在，外国人スタッフ・技能実習生の日本語教育に
取り組んでいる企業や，外国人の生活をサポートす
る企業，留学生を支援している団体などへJLTを提
供し，外国人スタッフ教育や留学生の面接練習への
学習効果に関する検証を進めている［6］［7］．今後

は，多言語対応を進めることで，海外で日本語を学
ぶ外国人の方へご利用いただけるよう，対応を行っ
ていく予定である． 
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